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新妻昭夫先生を偲ぶ会式辞 
「スピリチュアルなナチュラリスト」
川島　堅二
　
　恵泉で働く同僚を私は努めて「～さん」付けで呼ぶようにしている。それ
でも「先生」付けで呼び返されることが多いのだが、研究室も隣り同士である
新妻さんは、私のことを「川島さん」と呼びかけてくれる数少ない同僚の一人
だった。このような公の場では「新妻先生」とお呼びするのが礼儀なのかも
しれないが、あえて生前に呼び合っていたままに「新妻さん」とお呼びする失
礼をお許しいただきたい。
　新妻さんを「偲ぶ会」における私の責任は牧師という聖職者の資格を持つ
者として、適切な聖書と讃美歌をえらぶこと、そして、キリスト教的な式辞を
簡潔に述べる。しかし、生前の新妻さんを思い浮かべれば浮かべるほど、新
妻さんに喜んでもらえそうな聖書の言葉や讃美歌が浮かんでこない。新妻
さんはある著書の中で、「演歌で涙した経験はあっても、讃美歌で涙した経験
はない」とはっきり書いておられる。結局、メロディーの歌い易さという理
由だけで先程の讃美歌（『讃美歌21』111番）を選択した。ただこの後にご一
緒に歌う讃美歌は少し違うのだが、この点については最後に触れる。聖書の
箇所も、今日のような偲ぶ会ではよく読まれるオーソドックスな個所、すな
わち先に天に召された多くの信仰の先輩たちの足跡を想起して勇気を出そ
うと呼び掛けるヘブライ人への手紙（12章1～２節）から選ぶことになった。
　式辞としては、新妻さんが書き遺されたものの中から、敢えて新妻さんの
「信仰」と呼べるものをご紹介して責を果したい。
　それは3年前の2007年に、恵泉の人間環境学科の同僚であった古谷さんら
と共訳で出された現代進化生物学の代表者の一人、スティーブン・グールド
の著作『神と科学は共存できるか？』に寄せた一文である。それは翻訳書に
添えられた解説文のような位置づけだが、50ページ近い分量のもので、解説
文の域を超えた、新妻さん自身の信仰告白的内容を含む大変興味深いもので
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ある。私のようなキリスト教徒には深い慰めとなる次のような言葉を残し
ておられる。
　「私は北海道という外地で生れたせいか、日本の伝統宗教よりもキリスト
教に親しみを感じながら育った。いまはキリスト教系の女子大という職場
にいて、掛け値なしに『善良なキリスト教徒』の同僚や学生を何人かは知っ
ている」。さらに続けて「若い時から世界各地を放浪する癖があり、さまざま
な宗教を信仰する人々と出会ってきた」と述べて、北アフリカ、アフガニスタ
ン、インドネシア等で宗教的な日常生活を送っている人々との心温まる経験
を紹介している。
　そして、現代進化生物学を代表する三人の学者、すなわち行動生態学者の
ドーキンス、古生物学者のグールド、そして社会生物学者のウィルソンを自
分はこれまで好んで読んできたけれども、その理由は「自然界の驚異に魅了
される喜び」「センス・オブ・ワンダー」「スピリチュアルな歓喜」を、読書する
ことで得たいがためだったと言いきっておられる。
　そういう新妻さんを「スピリチュアルなナチュラリスト」と呼んだら、おそ
らく新妻さんは「そんな大仰なものではない」と否定されるだろう。しかし、
「スピリチュアルなものを決して排除しないナチュラリスト、自然学者」とい
うことなら受け入れてくださる気がする。
　最初に、「演歌で涙しても讃美歌で涙したことはない」という新妻さんのこ
とばを紹介した。しかし、そういう新妻さんが「こんな讃美歌もあったのか」
と感心され、心を動かされた讃美歌、それがこの後、ご一緒に歌う讃美歌（『讃
美歌21』575番）です。これは二つ目の讃美歌を選ぶ際に、本学のオルガニス
トである関本恵美子さんが、以前、新妻さんがそのように言われていたと教
えてくださったものです。この歌詞を味わいながら「自然界の驚異に魅了さ
れる喜び」「センス・オブ・ワンダー」「スピリチュアルな歓喜」という新妻さん
の「信仰」をご一緒に偲びたいと思います。
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　　　『讃美歌21』575番
1． 球根の中には　花が秘められ
 さなぎの中から　いのちはばたく。
 寒い冬の中　春はめざめる。
 その日、その時を　ただ神が知る。
2． 沈黙はやがて　歌に変えられ
 深い闇の中　夜明け近づく。
 過ぎ去った時が　未来を拓く。
 その日、その時を　ただ神が知る。
3． いのちの終わりは　いのちの始め。
 おそれは信仰に　死は復活に
 ついに変えられる　永遠の朝。
 その日、その時を　ただ神が知る。
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平
河
出
版
社
、
19
87
）、
Ａ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
消
さ
れ
た
男
』（
共
訳
、
朝
日
 
 
 
新
聞
社
、
1
98
4）
、
Ｓ
・
Ｊ
・
グ
ー
ル
ド
『
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
微
笑
』
上
下
（
早
川
書
房
、
19
89
）、
同
『
神
と
科
学
は
共
存
で
き
る
か
？
』（
共
訳
、
日
経
 
 
 
Ｂ
Ｐ
社
、
20
07
）、
Ｅ
・
マ
イ
ア
『
進
化
論
と
生
物
哲
学
』（
共
訳
、
東
京
 
 
 
 
化
学
同
人
、
19
94
）、
Ｇ
・
ホ
ワ
イ
ト
『
セ
ル
ボ
ー
ン
の
博
物
誌
』（
小
学
館
地
球
人
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
19
97
）、
Ｒ
・
マ
ッ
シ
ュ
『
新
版
 
恐
竜
の
飼
い
 
 
か
た
教
え
ま
す
』（
共
訳
、
平
凡
社
、
2
00
9）
な
ど
。
 
1
9
98
年
恵
泉
女
学
園
大
学
助
教
授
、
1
99
9
年
よ
り
同
大
学
教
授
、
20
07
年
 
よ
り
恵
泉
女
学
園
大
学
園
芸
文
化
研
究
所
所
長
 
 
 
新
妻
昭
夫
先
生
を
偲
ぶ
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
20
10
年
12
月
9
日
（
木
）
17
:0
0～
17
:5
0
 
 
恵
泉
女
学
園
大
学
 
チ
ャ
ペ
ル
新
妻
昭
夫
先
生
を
偲
ぶ
会
次
第
司
会
：
川
戸
れ
い
子
（
人
間
社
会
学
部
学
部
長
）
奏
楽
：
関
本
恵
美
子
（
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
主
任
）
前
 
奏
讃
美
歌
 
 
讃
美
歌
21
 
１
１
１
番
聖
 
書
 
 
 
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
１
２
章
１
～
２
節
宗
教
委
員
長
 
斉
藤
小
百
合
式
 
辞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
間
社
会
学
部
教
授
 
川
島
 
堅
二
祈
 
祷
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
〃
新
妻
先
生
略
歴
・
業
績
紹
介
 
 
 
人
間
社
会
学
部
教
授
 
大
橋
 
正
明
新
妻
先
生
の
思
い
出
 
 
 
恵
泉
女
学
園
大
学
長
木
村
利
人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
間
環
境
学
科
主
任
 
澤
登
早
苗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
間
環
境
学
科
2
期
生
 
後
藤
由
美
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人
間
環
境
学
科
4
年
生
吉
岡
房
枝
讃
美
歌
  
  
  
讃
美
歌
21
 
５
７
５
番
後
 
奏
挨
 
拶
 
 
  
  
  
 
山
下
恵
子
献
 
花
聖
 
書
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
１
２
章
１
～
２
節
1
こ
う
い
う
わ
け
で
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い
証
人
の
群
れ
に
囲
ま
れ
て
い
る
以
上
、
す
べ
て
の
重
荷
や
絡
み
つ
く
罪
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
自
分
に
定
め
ら
れ
て
い
る
競
走
を
忍
耐
強
く
走
り
抜
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
2
信
仰
の
創
始
者
ま
た
完
成
者
で
あ
る
イ
エ
ス
を
見
つ
め
な
が
ら
。
こ
の
イ
エ
ス
は
、
御
自
身
の
前
に
あ
る
喜
び
を
捨
て
、
恥
を
も
い
と
わ
な
い
で
十
字
架
の
死
を
耐
え
忍
び
、
神
の
玉
座
の
右
に
お
座
り
に
な
っ
た
の
で
す
。
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